
バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
よ
り

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長 

企
画
室
長 

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

25
回

第

　
今
回
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
1
0

年
）
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略

表 1 日韓国際観光カンファレンス2017 プログラム

　
2
0
1
7
年
11
月
17
日
（
金
）、
ソ
ウ
ル
に
て
「
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
研
究
協
定
を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化

観
光
研
究
院
（K

orea C
ulture &

 T
ourism

 Institute

、

以
下
、
K
C
T
I
）
と
、
開
催
地
を
交
互
に
変
え
な
が
ら
毎

年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
第
4
期
目
と
な
る 

M
O
U
（M

em
orandum

 of 

U
nderstanding 

on 
R
esearch 

C
ooperation

）
を
締

結
し
、
引
き
続
き
、
両
機
関
が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究

交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H

eritage Invitational G
rant P

rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

　
そ
の
後
は
、
両
機
関
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
当
財
団
か
ら
は
「
日
本
に

お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」（
山
田
雄
一
観
光
政
策
研
究

部
次
長
）
と
、「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」

（
吉
澤
清
良
観
光
地
域
研
究
部
次
長
）
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　
K
C
T
I
か
ら
は
「
連
休
が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究
委
員
）、「
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」（Y

U
, 

Jiyun 

研
究
委
員
）
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

開会・挨拶
MOU締結式
参加者紹介

発表 1
山田雄一 観光政策研究部次長・主席研究員（JTBF）
日本におけるDMOの最新動向

14:00

閉会17:30

休憩15:30

14:10
14:20
14:30

発表 2
PARK,Sang-gon 副研究委員（KCTI）
連休が観光需要に及ぼす影響15:00

発表 3
吉澤清良 観光地域研究部次長・主席研究員（JTBF）

日本における観光資源の
評価手法について

15:50

発表 4
YU,Jiyun 研究委員（KCTI）

冬季オリンピック開催成功要因及び
平昌観光戦略

16:20

【座長】 KIM,Sangtae 本部長

【コメンテーター】
SON,Younghoon教授
(Seoul National University),

KIM,Hyojin教授
(Seoul National University),

YEO,Kyoungjin教授
(Korea National Open University)

ディスカッション16:50

　
先
日
、
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
2
年
後

に
は
日
本
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
稿
で
は
、Y

U
, Jiyun 

研
究
委
員
に
よ
る
「
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」
の

発
表
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（
2
0
0
2
年
）、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
1
9
9
8

年
）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、そ
の
成
功
要
因
を
分
析
し

た
上
で
、2
0
1
8
年
2
月
に
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る
平
昌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

企業利益、環境の持続性、社会的責任といった3つの基準で
実績を判断する持続経営フレームワークを公式に採択。

環境に及ぼす影響を最小限に抑え、社会的かつ経済的な持
続可能性の要素をベニューやビレッジ建設に取り入れる。大
会後も地域のニーズに応える形でベニューや住居を開発。

「2010持続可能性スタープログラム」を掲げ、社会・経済・環
境分野の増進に貢献したスポンサーやパートナーのイニシア
チブを選定し表彰。バンクーバーオリンピックの選手村近くの
下水処理施設から発生する熱を、再生可能エネルギーとして
暖房や温水に活用。選手村の屋上緑化を進め建物から発生
する炭素の50%を相殺しつつ断熱や雨水管理にも有効活用。
オリンピックベニューや選手村での省エネ及び温室効果ガス
排出削減の現状をリアルタイムで測定・管理・報告するために
オンライン技術を駆使。

スポーツ人材発掘及び先住民青少年向け活性化事業を展開。
大会運営基金を立ち上げ、スポーツ施設の運営や高機能スポ
ーツ育成をサポート。大会終了後、スピードスケート競技場を
多目的スポーツ施設としてウィルチェアラグビー、車いすバス
ケットボール、ローイングなどに活用。地域住民の健康増進及
び社会体育の発展に貢献した。

非営利団体「2010 Legacies now」を設立し、社会的レガシ
ーの創出をリード。20万人の住民が新しいスポーツプログラ
ムに参加、107地域社会で障がい者や高齢者のためにアクセ
ス性を改善したほか、53万人の学生がアクションスクールBC
に参加、BC州各地で445件の芸術・文化プロジェクトを進行。
1,900機関と1万人余りの人々がボランティアとして参加。

カナダ観光局は、オリンピック開催の2年前からカナダ観光ブ
ランドにおける大々的な刷新作業を実施。大会が終わって約
10ヵ月後、カナダは国家ブランド指数で世界一に選定。

3.環境へ配慮した再生可能エネルギーの活用

4.スポーツ振興と人材育成

5.社会文化的レガシーの創出

6.観光ブランド力のアップ

2.持続可能な施設開発

1.持続可能な経営と責任性

YU, Jiyun 研究委員発表資料を基にJTBF作成

表 2 バンクーバー冬季オリンピックの主な戦略と実施内容

第237号 April 201843 42※ここで使用している図表は、KCTIの発表資料（日本語訳）によるものです。また、文章につきましては、KCTI発表内容をもとに、一部JTBFにて加筆・修正を加えています。

42_45_観光文化_237号_観光研究レビュー.indd   53 2018/04/04   11:11



バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
よ
り

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長 

企
画
室
長 

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

25
回

第

　
今
回
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
1
0

年
）
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略

表 1 日韓国際観光カンファレンス2017 プログラム

　
2
0
1
7
年
11
月
17
日
（
金
）、
ソ
ウ
ル
に
て
「
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
研
究
協
定
を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化

観
光
研
究
院
（K

orea C
ulture &

 T
ourism

 Institute

、

以
下
、
K
C
T
I
）
と
、
開
催
地
を
交
互
に
変
え
な
が
ら
毎

年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
第
4
期
目
と
な
る 

M
O
U
（M

em
orandum

 of 

U
nderstanding 

on 
R
esearch 

C
ooperation

）
を
締

結
し
、
引
き
続
き
、
両
機
関
が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究

交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H

eritage Invitational G
rant P

rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

　
そ
の
後
は
、
両
機
関
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
当
財
団
か
ら
は
「
日
本
に

お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」（
山
田
雄
一
観
光
政
策
研
究

部
次
長
）
と
、「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」

（
吉
澤
清
良
観
光
地
域
研
究
部
次
長
）
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　
K
C
T
I
か
ら
は
「
連
休
が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究
委
員
）、「
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」（Y

U
, 

Jiyun 

研
究
委
員
）
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

開会・挨拶
MOU締結式
参加者紹介

発表 1
山田雄一 観光政策研究部次長・主席研究員（JTBF）
日本におけるDMOの最新動向

14:00

閉会17:30

休憩15:30

14:10
14:20
14:30

発表 2
PARK,Sang-gon 副研究委員（KCTI）
連休が観光需要に及ぼす影響15:00

発表 3
吉澤清良 観光地域研究部次長・主席研究員（JTBF）

日本における観光資源の
評価手法について

15:50

発表 4
YU,Jiyun 研究委員（KCTI）

冬季オリンピック開催成功要因及び
平昌観光戦略

16:20

【座長】 KIM,Sangtae 本部長

【コメンテーター】
SON,Younghoon教授
(Seoul National University),

KIM,Hyojin教授
(Seoul National University),

YEO,Kyoungjin教授
(Korea National Open University)

ディスカッション16:50

　
先
日
、
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
2
年
後

に
は
日
本
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
稿
で
は
、Y

U
, Jiyun 

研
究
委
員
に
よ
る
「
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」
の

発
表
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（
2
0
0
2
年
）、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
1
9
9
8

年
）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、そ
の
成
功
要
因
を
分
析
し

た
上
で
、2
0
1
8
年
2
月
に
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る
平
昌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

企業利益、環境の持続性、社会的責任といった3つの基準で
実績を判断する持続経営フレームワークを公式に採択。

環境に及ぼす影響を最小限に抑え、社会的かつ経済的な持
続可能性の要素をベニューやビレッジ建設に取り入れる。大
会後も地域のニーズに応える形でベニューや住居を開発。

「2010持続可能性スタープログラム」を掲げ、社会・経済・環
境分野の増進に貢献したスポンサーやパートナーのイニシア
チブを選定し表彰。バンクーバーオリンピックの選手村近くの
下水処理施設から発生する熱を、再生可能エネルギーとして
暖房や温水に活用。選手村の屋上緑化を進め建物から発生
する炭素の50%を相殺しつつ断熱や雨水管理にも有効活用。
オリンピックベニューや選手村での省エネ及び温室効果ガス
排出削減の現状をリアルタイムで測定・管理・報告するために
オンライン技術を駆使。

スポーツ人材発掘及び先住民青少年向け活性化事業を展開。
大会運営基金を立ち上げ、スポーツ施設の運営や高機能スポ
ーツ育成をサポート。大会終了後、スピードスケート競技場を
多目的スポーツ施設としてウィルチェアラグビー、車いすバス
ケットボール、ローイングなどに活用。地域住民の健康増進及
び社会体育の発展に貢献した。

非営利団体「2010 Legacies now」を設立し、社会的レガシ
ーの創出をリード。20万人の住民が新しいスポーツプログラ
ムに参加、107地域社会で障がい者や高齢者のためにアクセ
ス性を改善したほか、53万人の学生がアクションスクールBC
に参加、BC州各地で445件の芸術・文化プロジェクトを進行。
1,900機関と1万人余りの人々がボランティアとして参加。

カナダ観光局は、オリンピック開催の2年前からカナダ観光ブ
ランドにおける大々的な刷新作業を実施。大会が終わって約
10ヵ月後、カナダは国家ブランド指数で世界一に選定。

3.環境へ配慮した再生可能エネルギーの活用

4.スポーツ振興と人材育成

5.社会文化的レガシーの創出

6.観光ブランド力のアップ

2.持続可能な施設開発

1.持続可能な経営と責任性

YU, Jiyun 研究委員発表資料を基にJTBF作成

表 2 バンクーバー冬季オリンピックの主な戦略と実施内容

第237号 April 201843 42※ここで使用している図表は、KCTIの発表資料（日本語訳）によるものです。また、文章につきましては、KCTI発表内容をもとに、一部JTBFにて加筆・修正を加えています。

42_45_観光文化_237号_観光研究レビュー.indd   54 2018/04/04   11:11



バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

図 1 ソルトレイクシティ冬季オリンピックにおける文化芸術振興の考え方
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

図 2 事例分析のキーワード
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H
eritage Invitational G

rant P
rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
研
究
発
表
は
短
時
間
で
し
た
が
、
相

互
の
研
究
動
向
や
観
光
政
策
の
動
き
の

一
端
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
日
本
で
の
研
究
経
験
も
あ
る
先
生
方
が
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
韓
国
と
日
本
に
お
け
る
観
光
政

お
わ
り
に

策
に
つ
い
て
の
課
題
意
識
の
類
似
点
や
相
違
点
を
共
有
し
た

ほ
か
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
連
休

が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究

委
員
）
の
発
表
に
お
い
て
は
、
全
国
民
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
国
民
旅
行
実
態
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析

に
よ
る
と
、
連
休
が
1
日
増
加
す
る
こ
と
で
、
特
に
国
内
旅

行
の
増
加
が
顕
著
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
旅
行
消
費
額

は
全
国
民
で
9
2
0
億
ウ
ォ
ン（
日
本
円
で
約
92
億
円
）に
な

る
と
い
う
試
算
結
果
が
出
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
に
お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」
の
発
表
に
対
し
て

は
、
D
M
O
と
し
て
の
自
立
的
な
運
営
方
法
を
は
じ
め
、
財

源
確
保
に
向
け
た
課
題
解
決
方
法
や
最
新
動
向
な
ど
に
つ
い

て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
に
お
け

る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
観
光
資
源
の
評
価
方
法
や
、
観
光
資
源
台
帳
公
開
後

の
地
域
か
ら
の
反
応
、
観
光
資
源
台
帳
の
活
用
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
韓

国
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
も
存
在
し
ま
す
。

両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
理
解
し
た
上
で
相
互
の
観
光
政
策

の
動
き
を
注
目
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
J
T
B
F
と
K
C
T
I
に
お
い
て
は
、
両
機
関
ひ
い
て
は

両
国
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
有
意
義
な
研
究
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

文化イベントと
芸術フェスティバル

レガシーの
創出と
後利用

地域住民参加と
地域社会振興

接続可能な
スポーツと
観光ブランド
の確立

LEGACY

CULTURE

REGION

SUSTAINABLE
●文化がオリンピックのメインキーワードとして認識
●米国の開拓文化・遺産を世界と共有し、文化芸術活動を通して展開

Cultural
Olympiad

●世界中のパフォーマーが参加する60回の公演と12本の展示会を開催（財政困難を克服）
●2001年から1年間推進（開催機関：2002.2/10～2/26）

Project &
Performance

●展示、公演、舞踊など現代と伝統を織り交ぜた様々な文化芸術イベント開催
●テーマはオリンピック、文化芸術または米国史や開拓史上の著名人を記念

Cultural
Festival

●米西部の先住民文化や伝統的な文化遺産を中心に公演、展示、講演などを構成 
●地域文化支援プログラム（Heritage Invitational Grant Program）で
　約40ヵ所に財政支援

Heritage
Invitational

YU, Jiyun 研究委員による発表の様子

文化芸術 Festival

第237号 April 201845 44※文章については、KCTI発表内容をもとに、一部JTBFにて加筆、補足をおこなっている。

42_45_観光文化_237号_観光研究レビュー.indd   55 2018/04/04   11:11



バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

図 1 ソルトレイクシティ冬季オリンピックにおける文化芸術振興の考え方
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

図 2 事例分析のキーワード
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H

eritage Invitational G
rant P

rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
研
究
発
表
は
短
時
間
で
し
た
が
、
相

互
の
研
究
動
向
や
観
光
政
策
の
動
き
の

一
端
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
日
本
で
の
研
究
経
験
も
あ
る
先
生
方
が
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
韓
国
と
日
本
に
お
け
る
観
光
政

お
わ
り
に

策
に
つ
い
て
の
課
題
意
識
の
類
似
点
や
相
違
点
を
共
有
し
た

ほ
か
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
連
休

が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究

委
員
）
の
発
表
に
お
い
て
は
、
全
国
民
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
国
民
旅
行
実
態
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析

に
よ
る
と
、
連
休
が
1
日
増
加
す
る
こ
と
で
、
特
に
国
内
旅

行
の
増
加
が
顕
著
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
旅
行
消
費
額

は
全
国
民
で
9
2
0
億
ウ
ォ
ン（
日
本
円
で
約
92
億
円
）に
な

る
と
い
う
試
算
結
果
が
出
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
に
お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」
の
発
表
に
対
し
て

は
、
D
M
O
と
し
て
の
自
立
的
な
運
営
方
法
を
は
じ
め
、
財

源
確
保
に
向
け
た
課
題
解
決
方
法
や
最
新
動
向
な
ど
に
つ
い

て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
に
お
け

る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
観
光
資
源
の
評
価
方
法
や
、
観
光
資
源
台
帳
公
開
後

の
地
域
か
ら
の
反
応
、
観
光
資
源
台
帳
の
活
用
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
韓

国
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
も
存
在
し
ま
す
。

両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
理
解
し
た
上
で
相
互
の
観
光
政
策

の
動
き
を
注
目
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
J
T
B
F
と
K
C
T
I
に
お
い
て
は
、
両
機
関
ひ
い
て
は

両
国
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
有
意
義
な
研
究
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

文化イベントと
芸術フェスティバル

レガシーの
創出と
後利用

地域住民参加と
地域社会振興

接続可能な
スポーツと
観光ブランド
の確立

LEGACY

CULTURE

REGION

SUSTAINABLE
●文化がオリンピックのメインキーワードとして認識
●米国の開拓文化・遺産を世界と共有し、文化芸術活動を通して展開

Cultural
Olympiad

●世界中のパフォーマーが参加する60回の公演と12本の展示会を開催（財政困難を克服）
●2001年から1年間推進（開催機関：2002.2/10～2/26）

Project &
Performance

●展示、公演、舞踊など現代と伝統を織り交ぜた様々な文化芸術イベント開催
●テーマはオリンピック、文化芸術または米国史や開拓史上の著名人を記念

Cultural
Festival

●米西部の先住民文化や伝統的な文化遺産を中心に公演、展示、講演などを構成 
●地域文化支援プログラム（Heritage Invitational Grant Program）で
　約40ヵ所に財政支援

Heritage
Invitational

YU, Jiyun 研究委員による発表の様子

文化芸術 Festival
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